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〔調査方法〕

○調査項目

・高齢者介護における問題点

・在宅介護，施設介護に対する意識

・公的介護保険制度に対する意識　等

○調査対象

・母集団：全国20歳以上の者

・標本数：5，000人

○調査時期　平成7年8月31日～9月10日

○回収結果　有効回収数（率）3，596人（71．9％）

〔調査結果概要〕

○介護サービスの充実のための費用負担についてど

う考えるか。

・介護サービスなどを充実させるためには，税金や

保険料がある程度増加してもやむを得ない

…50．2％

・税金や保険料の負担は現状程度とし，介護サービ

スなどを充実させるために必要な費用は利用者の

自己負担とするのがよい　　　　　　　…24．5％

・税金や保険料などの負担を減らし，介護費用は原

則として利用者の自己負担とするのがよい

…9．0％

○公的介護保険制度のような高齢者介護のための新

しい制度をつくることについて賛成か，反対か。

・賛成　　　　　　　　　　　　　　　　…46．7％

・どちらかといえば賛成　　　　　　　　…35．6％

・反対　　　　　　　　　　　　　　　　…1．8％

・どちらかといえば反対　　　　　　　　　…4．1％

○公的介護保険制度を創設する場合，保険制度でカ

バーするサービスの範囲についてどう考えるか。

・保険料負担が重くなっても，すべての介護サービ

スをカバーする　　　　　　　　　　　　…11．7％

・多少保険料負担が重くなっても，できるだけ多く

の介護サービスをカバーする　　　　　…32．6％

・保険料負担があまり重くならないように，カバー

する介護サービスを限定する　　　　　…36．8％

・介護サービスについては個人の自助努力に任せれ

ばよい　　　　　　　　　　　　　　　　…4．6％

○公的介護保険制度を創設する場合，保険料を負担

する対象者について，どう考えるか。

・国民全体の問題なので，20歳以上の者で負担する

…56．9％

・高齢者介護問題が身近に感じられる40歳以上の者

で負担する　　　　　　　　　　　　　…23．0％

・高齢者自身の問題なので，65歳以上の高齢者で負

担する　　　　　　　　　　　　　　　…4．4％

○公的介護保険制度において，介護サービスを利用

した際に，利用者が支払う料金についてどう考え

るか。

・利用したサービスに応じて，かなりの利用料を支

払うこともやむを得ない　　　　　　　…12．5％

・適正なサービスの利用が無理なく行える程度の金

額を，利用料として支払うのがよい　　…66．6％

・利用料は無料とするのがよい　　　　　…14．2％

○介護施設やホームヘルパーなどを利用せず，家族

など在宅で介護を行う人に，介護手当として現金

を支給すべきかどうかという議論があるが，こう

した現金支給についてどう考えるか。
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・現金支給をしない方がよい　　　　　　…27．6％

・現金支給をする方がよい　　　　　　　…58．3％

○自宅で介護されるとしたら，どのような形の介護

をされたいか。

・家族だけで介護されたい　　　　　　…25．0％

・家族の介護を中心とし，ホームヘルパーなど外部

の者も利用したい　　　　　　　　　…42．6％

・ホームヘルパーなど外部の者の介護を中心とし，

あわせて家族による介護を受けたい　　…21．5％

・ホームヘルパーなど外部の者だけに介護されたい

…3．4％


